
衛生器具 自動水栓 【判断の基準】

〇電気的制御により、水栓の吐水口に手を近づけた際に非接触に
て自動で吐水し、手を遠ざけた際に自動で止水するものである
こと。

自動洗浄装置
及びその組み
込み小便器

【判断の基準】

〇洗浄水量が４Ｌ／回以下であり、また、使用状況により、洗浄
水量が制御されること。

洋風便器 【判断の基準】

〇洗浄水量が8•5Ｌ／回以下であること。

備考） 自動水栓の判断の基準は、公共用トイレの洗面用または手洗用の水栓を対象とし、止水の
際、手を遠ざけた後速やかに止水できるものであること。

コンクリー
ト用型枠

再生材料を使
用した型枠

【判断の基準】

〇再生材料を使用した型枠については、再生材料（別表に掲げる
ものを原料としたもの）が原材料の重量比で50％以上（複数の
材料が使用されている場合は、それらの材料の合計）使用され
ており、使用後の再リサイクルが行われていること。

別表

再生材料の原料となるものの分類区分

廃プラスチック

古紙パルプ

【配慮事項】
〇再生材料を使用した型枠については、通常品と同等の施工性及
び経済性（材料費、転用回数、回収費、再生処理費等を考慮）
が確保されたものであること。

表３【建設機械】

品目名 判 断 の 基 準 等

排出ガス対
策型建設機
械

【判断の基準】
〇別表１及び別表２に掲げる建設機械について、搭載されているディーゼルエン
ジンから排出される各排出ガス成分及び黒煙の量が、それぞれ下表の第２次基
準値又はこれより優れるものであること。
別表１ トンネル工事用建設機械

機 種 摘 要

バックホウ ディーゼルエンジン出力30W以上560W以下、
大型ブレーカを装着したものを含む

第２次基準値

対象物質
（単位）

出力区分

ＨＣ
(ｇ／WØ
ｈ）

NOx
(ｇ／W・
ｈ）

ＣＯ
(ｇ／WØ
ｈ）

ＰＭ
(ｇ／WØ
ｈ）

黒煙
(％)

８W以上19W未満 1•5 ９ ５ 0•8 40

19W以上37W未満 1•5 ８ ５ 0•8 40

37W以上75W未満 1•3 ７ ５ 0•4 40

75W以上130W未満 １ ６ ５ 0•3 40

130W以上560W以下 １ ６ 3•5 0•2 40

１．測定方法は、別途定める「排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成３
年10月８日付建設省経機発第249号）による。

２．トンネル工事用建設機械は黒煙の基準値が表示基準値の１／５以下と
する。

〇別表３及び別表４に掲げる建設機械について、搭載されているディーゼルエン
ジンから排出される各排出ガス成分及び黒煙の量が、それぞれ下表の第１次基
準値又はこれより優れるものであること。

別表３ トンネル工事用建設機械

機 種 摘 要

ドリルジャンボ ディーゼルエンジン出力30W以上260W以下
（40•8ＰＳ以上353ＰＳ以下）

コンクリート吹付機 ディーゼルエンジン出力30W以上260W以下
（40•8ＰＳ以上353ＰＳ以下）

ホイールローダ・クロー
ラローダ ディーゼルエンジン出力30W以上560W以下

ダンプトラック
ディーゼルエンジン出力30W以上560W以下、
ただし、有効な自動車検査証の交付を受けてい
るものを除く

トラックミキサ
ディーゼルエンジン出力30W以上560W以下、
ただし、有効な自動車検査証の交付を受けてい
るものを除く

別表２ 一般工事用建設機械

機 種 摘 要

バックホウ ディーゼルエンジン出力８W以上560W以下

ホイールローダ ディーゼルエンジン出力８W以上560W以下

ブルドーザ ディーゼルエンジン出力８W以上560W以下
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備考）１ プレキャスト型枠等構造体の一部として利用する型枠及び化粧型枠は本品目の対象外と
する。
２ 再生材料として再生プラスチックを用いる場合、「再生プラスチック」とは、使用された
後に廃棄されたプラスチック製品の全部若しくは一部又は製品の製造工程の廃棄ルートか
ら発生するプラスチック端材若しくは不良品を再生利用したものをいう（ただし、原料と
して同一工程内で再生利用されるものは除く。）。
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